
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田 無 北 原 保 育 園 

平成 28 年 9 月発行 

 全園児でスイカ割りを行いました。目隠しされたり力が足りなかったりで、スイカは思うようには割

れませんでしたが、「右！右！」「まっすぐ！」など元気な声が園庭に響きました。食べる為に用意してい

たスイカはあっという間になくなり、割ったスイカを手づかみで食べている様子がとても楽しそうでし

たよ。ご近所のお友達もたくさん遊びに来てくれました。 

 

 日中は弱々しくセミが鳴き、夕方になるとスズムシが鳴くこの時期、まさに今、 

夏から秋へと季節が変わる時期なのだと実感します。個人的には季節の変わり目と 

いうのは大好きで、今の時期であれば夏が秋にバトンタッチしていく様子を自然や 

気候の変化に注目し、楽しみながら観察しています。 

 さて、保育園ではいよいよ運動会に向けた練習が始まりました。今年の運動会は 

例年より少し早いタイミングなので練習期間は１か月しかありません。それでも子ども達は毎日の様に

曲に合わせてお遊戯の振り付けを練習し、カッコいい姿を保護者の皆様に見てもらうために頑張ってい

ます。その子供たちの為に保育士の先生は細かいところまで気を配り、選曲や動き方、声の出し方など

を試行錯誤して子ども達を上手にリードしています。 

 練習を始めた頃は動きがバラバラで好き勝手に動いていたのに、日々の練習で動きにまとまりができて、

最近では掛け声もそろってきました。本番当日に完成した演技を見るのも楽しみですが、徐々に完成してい

く様子を見るのも格別です。 

 ちょうど夏が秋にバトンを渡し終える頃、子ども達の演技もおそらく完成していることと思います。毎年

この時期は、自然が変化していく様子と、子ども達の演技が上達していく様子を重ねあわせ、ひそかな二重

の楽しみを満喫させていただいています。 

  

 テレビやラジオで活躍中の音楽グループ、エバリーさんが田無北原保育園で素敵な演奏を披露してく

れました。子ども達の目の前でバイオリンを弾いてくれたり、ディズニーメドレーで一緒に踊ってくれ

たりして、とても楽しいひと時でした。 

近々ファミリーコンサートもあるようですので、ぜひご家族で足を運んでみて 

ください。おススメですよ！ 

 

Everly ファミリーコンサート 

開催日 : 2016/09/24(土)  

会場 : ルネこだいら大ホール 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て情報 「きたはら」は、子ども達の健康と心豊かな成長の支援を目的に、田無北原保育園が発行している地域情報紙です。

ホームページではバックナンバーもご覧いただけます。 

 

 

 

 

お問い合わせ Tel：042-467-8080 

URL：http://kitahara-ns.org/ 
 

田無北原保育園       Facebook もご覧ください。 

＝ ＝ ＝ ＝ 社 会 福 祉 法 人  大 誠 会 ＝ ＝ ＝ ＝  
田 無 北 原 保 育 園 （ 私 立 認 可 園 ）  
田 無 保 育 園 （ 公 立 園 運 営 受 託 ）  

 暑い夏を元気に過ごした子どもたち。毎日接していると

見落としがちですが、春先と比べれば心も体も大きく成長

したことでしょう。日常生活の何気ない動作や、身に着け

ている服や靴などを一度じっくり観察してみましょう。 

 

西武新宿線「田無駅」または西武池袋線 
「ひばりヶ丘駅」からバス 
「北原二丁目」停留所より徒歩１分 

アクセス MAP 

 

 

【子育て支援活動】 ～パートナー保育登録制度～ 
 

田無北原保育園では、在宅で子育てをしているご家庭や出産前後の 

保護者の皆様を支援しております。パートナー保育者として登録いただ 

くと、育児相談や保育見学、園行事(※)への参加などが可能となります。

詳細はお問い合わせください。 

※対象行事の例：プール開放、スイカ割り、焼き芋会、お餅つきなど 

（年度により異なる場合があります） 

（駐車場はありません） 

 

 

不器用なのはどうして？ 

箸を使ってご飯を食べているものの、握り方がフォークのようで食べこぼしが多い、あるいは、手先が

うまく使えずボタンがはめられないなど、身の回りのことがなかなか上達しない子がたまにいます。これ

は、手の機能が充分に育っていないからだと考えられます。 

手の動きの基礎は、力強く握ることや掌で体重を支える力の経験などによって育ちます。基礎がしっか

りできていると、「つまむ機能」「握る機能」が発達します。しかし、その経験が不足していると手先が不

器用になりやすく、赤ちゃんの頃にハイハイをしないで歩き出した子どもは、特にその傾向があります。

そのような場合は、箸の練習や着替えの練習をするよりも、 

日常の遊びに手で体重を支える動作を取り入れことの方が効果的です。 

例えばアスレチック遊具がある公園などで、またぐ、よじ登る、くぐるなどの 

動作を必然的に行える遊びを多く取り入れるようにしてみましょう。 

足に合った靴を履いていますか？ 

運動会練習やお散歩など、外の活動が多くなるこの時期、今履いている靴は子どもの足に合っていま

すか？子どもが大人と同じような歩行動作ができるようになるのに１０年近くかかると言われていま

す。足の骨が形成される時期に、足に合わない靴を履いていると、 

不自然な足の使い方、歩き方のまま足が育つことになります。 

成長著しいこの時期にこそ、適切な靴選びが重要なのです。 

再度見直してみましょう。 
つま先には 
ゆとりを！ 

調整ベルトで 
しっかり固定！ 

クッション性 
のある靴底 

http://kitahara-ns.org/

